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(1) 日本の調査対象者  
A 県老人福祉施設協議会に協力を要請し、同協議会内に設けられた 12 の委員会の委
員長が責任者を務める 7 施設と、共同研究者と関わりがある A 県内の 2 施設の、合わせ
て 9 施設に勤務する、介護職員、生活相談員、施設ケアマネジャー、看護職員、リハビ
リテーション専門職員、栄養士など、ケアに関わる全職員を対象とした。  
(2) 韓国の調査対象者  
 韓国の共同研究者と関わりがある韓国内の B 市内に所在する特別養護老人ホームの
うち、書面により調査協力の回答が得られた 6 施設に勤務する、介護職員、生活相談員、
看護職員、リハビリテーション専門職員、栄養士など、ケアに関わる全職員を対象とし
た。調査内容は、介護の仕事に対する自己認識 (4 問 )、現在の仕事に対する満足度 (4 問 )、
高齢者の生活に関する意識 (4 問 )、自尊感情 (10 問 )について質問項目を設定した。  
なお、本研究は聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得てから実施した。  
【結果】  










(1) 野田由佳里，古川和稔：自尊感情に着目し就業意識を高める養成教育のあり方   
介護職員を対象とした日韓比較調査より．第 23 回日本介護福祉教育学会大会（2017
年 2 月；白山市）．  
【論文発表】  
(1) 介護職員の高齢者ケアに関する認識の日韓比較研究；ケアに対する認識と自尊感情
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